「こども・未来プラン」の取組状況＜概要＞
１ 目　　的
○　社会全体で、子どもを生み・育てやすい、そして子ども・青少年が創造性に富み、
豊かに成長することができる環境をつくることを目的とする
２ 性　　格　
　○　次世代育成支援対策推進法に基づき大阪府が策定する計画。「ユースチャレンジ21(第三次大阪府青少年育成計画　平成13年1月策定)」と、「大阪府こども総合プラン(平成15年1月策定)」を改組・発展させた次世代育成支援のための総合的な計画
　○　大阪府青少年健全育成条例に基づく青少年施策の実施についての総合的な計画と児童福祉法に基づく保育に関する計画としての性格を併せ持つ
○　平成19年４月からは、大阪府子ども条例に基づく子どもに関する総合的な計画として位置づけ
３　期　　間
· 計画の期間は、平成17年４月から平成22年3月までの５年間
平成21年度末までに内容を見直し、後期計画(平成22年４月～平成26年3月)を策定
４　概　　要
○　子どもを取り巻く状況を把握し、基本理念、基本方向を明確にし、各成長段階に応じた取組みや共通の取組みを盛り込むことで、きめ細かな施策を実施

○　保育所待機児童の解消や子どもの安全等については、主要プロジェクトとして府の取組方向を提示
　○　計画を推進するために、保育事業等の目標数値を設定
　

５　事業概況　
「こども・未来プラン」関連事業の概況
	
	平成１７年度
	平成１８年度
	平成１９年度

	総事業数
	２６５事業


	２８１事業
	２９３事業

	総事業費
	738億1,868万円


	886億3,540万円
	901億5,919万円


※　平成17年度数値は決算ベース、平成１８、１９年度数値は当初予算ベースによる。
